
〔
ふ
る
さ
と
の
宝
№
１
２
〕 

上
阿
井
町
の
地
蔵
堂 

上
阿
井
町
の
裏
山
の
中
腹
に
、
町
の
人
達
が
堂
屋
と
呼
ん
で
い
る
地
蔵
堂
が
あ

る
。
境
内
は
三
〇
～
四
〇
平
米
も
あ
ろ
う
か
、
そ
の
片
隅
に
二
ｍ
ｘ
三
ｍ
位
の
お

堂
が
あ
る
。
こ
れ
が
地
蔵
堂
で
、
本
尊
は
地
蔵
菩
薩
（
じ
ぞ
う
ぼ
さ
つ
）
で
あ

る
。
高
さ
は
八
〇
セ
ン
チ
位
で
あ
る
。
堂
内
に
は
そ
の
他
に
、
安
永
四
年
（
一
七

七
五
）
に
松
崎
勘
三
郎
氏
に
よ
り
ま
つ
ら
れ
た
立
身
菩
薩
が
あ
る
。
中
段
の
格
子

の
中
に
高
さ
三
〇
セ
ン
チ
位
の
弘
法
大
師
像
が
あ
り
、
そ
の
上
に
大
き
く
仁
多
郡

十
七
番
と
記
し
た
札
が
あ
る
。
か
つ
て
弘
法
大
師
仁
多
八
十
八
ヵ
所
巡
拝
（
札
う

ち
）
の
第
十
七
番
札
所
で
あ
っ
た
事
が
わ
か
る
。
そ
の
他
石
像
の
大
師
像
二
体
が

あ
り
台
座
に
七
十
八
と
七
十
九
番
の
札
所
番
号
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
参
考
ま
で
に

記
す
と
、
大
上
の
ま
わ
り
堂
近
辺
に
仁
多
新
四
国
四
十
六
と
四
十
九
番
が
あ
り
、

高
尾
に
五
十
番
代
が
ニｶ

所
あ
る
事
を
確
か

め
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
四
国
八
十
八
ヵ

所
の
遍
路
（
四
国
以
外
は
巡
拝
）
の
ミ
ニ
版

が
仁
多
郡
に
も
二
通
り
以
上
あ
っ
た
事
が
わ

か
る
。 

そ
の
他
、
小
堂
に
一
畑
薬
師
が
ま
つ
ら

れ
、
も
う
一
つ
の
小
堂
は
大
師
と
思
わ
れ

る
。
堂
の
左
片
隅
に
直
径
五
～
七
セ
ン
チ
の

大
玉
の
念
珠
（
じ
ゅ
ず
）
が
掛
け
ら
れ
て
い

る
。
昔
は
信
者
が
座
し
て
輪
に
な
り
「
ナ
ミ

ア
ム
ダ
ブ
ツ
」
を
唱
え
な
が
ら
、
回
し
て
信

仰
し
た
も
の
と
聞
く
。 

 
 

 
 

堂
外
に
は
高
さ
一
五
〇
セ
ン
チ
位
の
立
像

合
掌
体
の
大
き
な
地
蔵
様
が
あ
る
。
（
天
明
以
来
の

天
災
地
変
に
よ
り
死
し
た
多
く
の
人
々
の
供
養
の

為
、
文
政
六
年
八
月
に
落
合
佐
助
・
松
島
利
三
太
の

発
起
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
も
の
） 

そ
の
左
に
同
じ
く
石
像
の
高
さ
一
三
〇
セ
ン
チ
位

の
一
畑
薬
師
像
が
あ
る
。
建
立
の
世
話
人
は
駒
原
文

兵
衛
・
清
水
善
市
・
安
部
良
右
衛
門
で
、
明
治
の
初

期
頃
に
建
立
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
他
に
小
さ
な

石
像
で
地
蔵
・
馬
頭
観
音
墓
石
が
二
〇
体
余
り
並
ん

で
い
る
。 

お
堂
の
中
に
は
、
「
南
無
大
慈
大
悲
観
世
音
菩
薩
」
「
南
無
阿
禰
陀
仏
」
と
記

さ
れ
た
巡
拝
礼
が
数
枚
宛
貼
ら
れ
て
い
る
。 

総
じ
て
言
う
な
ら
こ
の
地
蔵
堂
内
外
に
は
地
蔵
様
を
本
尊
と
し
、
観
音
様
薬
師

様
に
一
般
の
方
々
の
無
縁
仏
様
が
寄
り
合
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。 

こ
の
御
堂
で
の
法
要
は
近
く
の
上
町
・
本
町
・
下

町
の
集
落
の
方
が
毎
年
交
替
で
世
話
人
と
な
り
、
七

月
十
八
日
に
妙
楽
寺
の
住
職
様
に
よ
り
大
般
若
経
を

あ
げ
て
い
た
だ
き
全
員
の
方
々
に
よ
り
供
養
と
祈
願

が
行
わ
れ
て
い
る
。 

尚
、
今
の
堂
宇
は
、
明
治
三
十
一
年
七
月
に
本
願

櫻
井
博
義
・
長
瀬
太
五
郎
・
世
話
人
市
場
万
次
郎
・

細
木
藤
五
郎
・
駒
原
文
太
よ
り
再
建
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。 
合
掌 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 


